


























































































































































































































単独配置 群状配置 列状配置 合　計
１　宅地角 175 105 16 296（44.1％）
２　宅地表面 54 27 72 153（22.8％）
３　玄関周辺 30 16 1 47（7.0％）
４　宅地側面 47 20 79 146（21.8％）
５　私道入口 1 3 0 4（0.6％）
６　その他 20 4 1 25（3.7％）



















































































 ①  台座への転用：元の庭石や道具に多く見られる。石の不動で安定している特性が買われ
ると，プランターや植木鉢の台座として転用され，緑化の道具の一部となる。図９は，
沓脱石を緑化の台として転用したものである。比較的多くみられる転用例である。
 ②  器への転用：臼などは道具としての置石の機能性に着目されると，初期の形状を活かし
て水槽やプランター等器として転用され，趣味を支える。図10は，餅つき用の石臼が
金魚鉢に転用されたもので，エアポンプも設置されている。
 ③  視覚的補強：所有者は，置石の目立ちにくさを弱点ととらえ，塗料で彩色することでそ
の存在をアピールさせている。図11は，頂部から赤，白，黒の３色六分割して彩色し
帽子状にしたもので，他の置物の中に埋没しそうな場所で視覚的によく目立っている。
 ④  能強化：置石をバリカーやボラードと組み合わせたりコンクリートで周囲を固めたりす









































































 ①  境界領域における置石など生活風景を構成する諸物の役割と美観に関する評価基準を設
け，現況調査を行い，評価する。
 ②  パブリック空間にある置石等については，自治体，所有者，周辺住民三者協議の上，そ
の価値を見定め，現状固定，プライベート空間への移動，廃棄処分いずれかの選択を行
い，通行の危険性を軽減する。

































100年 ― 写真集 ―」サンケイ新聞社　1987年　・石浜紅子監修「大阪市今昔写真集」全３巻　樹
林舎　2009年～ 2010年　・アーカイブス出版編集部編　青木茂夫文「写真集　昭和の大阪　郷愁の
あの街この街」アーカイブス出版　2010年　・毎日新聞社編「写真集　なにわ今昔」毎日新聞社　
1983年　・「目で見る此花の『昨日・今日・明日』」大阪市此花区役所　2008年　・宮本常一「宮本常
一　写真・日記集成」上下巻　毎日新聞社　2005年　・東海テレビ放送編「ふるさと紀行　日本の街
道」文一総合出版　1980年　・児島幸多編著「保存版　古写真で見る街道と宿場町」世界文化社刊　
2001年　・須藤功「写真でみる　日本生活図引　７　まち」弘文堂　1993年　・編集：杉田米行　撮
影：Dimitri Poria「続ＧＨＱカメラマンが撮った戦後ニッポン　カラーで蘇るあの時代の日々」アー
カイブス出版　2007年
７ 「幕末・明治期日本古写真メタデータ・データベース」長崎大学付属図書館からの検索
８ 毎日新聞社編「写真集　なにわ今昔」毎日新聞社　1983年　P 50
９ アーカイブス出版編集部編　青木茂夫文「写真集　昭和の大阪　郷愁のあの街この街」（アーカイブ
ス出版）2007年　P 12
10 宮本常一『宮本常一　写真・日記集成』（復刻版）上下巻・別巻（毎日新聞社）2005年　大阪府内の
大阪市北区堂島川岸，茨木市宮元町→上泉町，堺市錦之町→北旅籠町，高石市取石の４枚の写真に置
石が確認される。
11 国土交通省ホームページ　陸運統計要覧より　自動車保有台数の推移
12 文部科学省ホームページ　昭和37年版　科学技術白書より　各論17　Ⅲ自動車輸送　２．施設
13 調査　１）対象地域：大阪市（淀川区，中央区，天王寺区，福島区，東成区，生野区，住吉区，東住
吉区，平野区，阿倍野区，旭区），吹田市，東大阪市，八尾市，枚方市，大和郡山市，京都市（下京
区，中京区）　２）時期：2012年４月～10月　３）収集件数：671件
14 景観条例施行規則　景観条例の施行に関し必要な事項を定めており，工作物の規定がなされている。
この規定に置石はじめとする置物は対象となっていない。
15 道路法二条二項　道路の附属物として一号に「道路上のさく又は駒止」が例示されている。
